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農業経営より見た積雲寒冷地帯の農村の経済実態調査と

家族生活について

尾河和夫・ 阿部幸吉

(山形大学農学部農業経済学研究室)

Kazuo O:;AWA & Kδkichi ABE : The study on the economic eonditions and family life 

of a village in snowy cool region from七hestandpoint of the farm management 

この報告は昭和26年 7月に山形鯨東田川郡東村に於て，昭和25年度に於ける農家の経営

実態調査を行った結果をまとめたものでbる.先に石川武彦教授が|積雪地方に於ける農

家の実態より観た農村構成の研究J~よる題名の下に山形農林学会報第 2 号に報告したが，

今回は石川教授指導の下に密接なる連結をとりつ L更に詳細に調査せしものである.との

研究は昭和26年度科学研究費による.

東村は地形上三地区に芭分せられる.即ち峠下と通称せられる山裾の東岩本・中野新田・

越中山と，峠上と通称せられる海抜 300米前後の大網と，海抜 500米前後の田麦俣とであ

る.峠下は更に 9部落に分れ，大網は 5部落に分れる.之等三地区は自然的t条件の上から

も，又農業経営，社会経済上からも夫k 具友る型態をとる.以下D教速に於ては峠下を東

岩本地区と総称し，峠ょを大網地区と回麦俣

別分布はきたり如くなっている.

東村全村の経営面積寅狭別戸数を昭和22年の臨時農業センサスと昭和'2.5年の世界農業セ

地区とに分けて農業経営上の特異性を明らか

たらしめんとするものである.

調査農家は東岩本より 12戸，大網15戸，

回麦俣12戸を選定した.調査農家の経営面積

ンサスにより示せば次のま口くなる.
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3町以上規模に於て農家数が食遣うのは，センサスに於ては山桑が入っていないが，調

査農家に於ては山桑をも経営面積中に算入せる震である.又焼畑の面積もその原因の 1つ

である.調査農家がや L土居に偏した傾向があるが，之は被調査能力を勘案したムめであ

る.因に全村の経営面積庚狭別農家を見れば，昭和22年から25年の聞に於て 1 町 5 反~3

町の中規模唐に農家が移動したととを示す.農家戸数は両年度に於て変化たく 304戸であ

!J ，経営耕地面積は昭和22年に於て，回 313町 l反，焔5i町 8反であれ昭和25年に於て

田 313町 3反，畑49町 l反である.以下地区を回麦俣・大網・東岩本の三地区に分けて農

家経営の実態を究明することにする.

(1)耕

ぜ

土也

金村に於て農地の所有関係を昭和22年と25年の両年度について比較すると次の第 1表の
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如くたる.

昭和22年は農地改革<D
途上にあったのである 年 次 i昭和 22 年|昭和 25 年

が，それでも38%にすぎ 所有別¥号営 I戸数(戸川 比率 (%)1戸数伊)I比率(%)

友かった自作が昭和25年 自 作 116 38 273 8q 
自作重量小作 74 I 24 24 I 8 

には 9割に達してゐり， 小作主義自作 ! 日 J6 7 ，i 3 
II、fE1 63. f 22 、 |・ o 1 - 0 

昭和22年に2号μあった小吋 げ ~J I ~ I 

作が昭和25年には友く主主

っている.而して自作粂

小作迄を自作，小作粂自

作以下を>J、作とすれば昭

和22年に於て自作の比率

62%が昭和25年に於ては

97μと殆んど全部が農地

改革の結果債義の自作階

居に属するととになる.

次に各地区別に昭和20年

第 l表土地所有関係の斐蓬(全村)

第2表 地区別土地所有関係の号室翠

本
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話:貸付耕地 1町歩以上の自作を地主乗自作とナる

と昭和25年の両年度についての土地所有関係の変還を見れば第 2表の如くたる.

国ち田麦俣に於ては戟前から自作の傾向が著しく，大網・東岩本に於ては昭和20年には

地主粂自作の居があり，且つ各区分に互り分散していたのが昭和25年には何れの地区に於

ても農地改革の結果地主粂自作階居が泊滋し虞義の自作階居に集中している.

国麦俣に於ては所有面積の移動は著しくはたい. 1町-3町唐に於て 2戸が両年度の聞

に夫k7J¥:田 2反 1畝 1反 1畝10歩購入し 2町-3町居に於て分家白露め悶 5反歩を減

じ，経営面積も夫に応じて増減している.

大網1乙於ては田は上暦に位する地主粂自作り貸付地が合計4町 1反 4畝 (3戸白合計・

2戸は地主粂自作，他。 1戸は 7反の貸付耕地所有自作)から 3反 3畝へと 3町 8反 1畝

を減じ下居(15戸の内 9番目農家迄)に於て所有面積合計 1町 9反 5畝を増している.

東岩本に於ても上麿(経営面積に於て12戸白内 6番目以上)に於て貸付耕地は35町 5畝

より 6反 8畝へと34町 3反 7畝を減じ下唐(経営面積に於て δ番目迄)に於て 4町 3反

2畝を増加している.かくの如く農地改革の結果所有面積の均分の扶況は明らかである.

畑については大網に於て 1-2町唐に若干の増加が見られる.東岩本に於ても全階居に

亙って所有商積の若干の増加が見られる.

大網・東岩本地区にては上居に於ては貸付耕地の減少のみで友く経営面積も特に過大で

あった農家については減少している.-例えば大網地区に於て昭和20年に国の経営面積3町

1反 2畝であった農家が2町を分家其の他で譲渡し 1町 1反 2畝となりたるが如くである.

以前から地主粂自作階居は上居に，小作農家は下唐に集中していたのであるが，農地改革

後の昭和25年に於ても矢張り以前の地主粂自作階居は経営面積に於て夫次の地区の上居に

位し昔日の地位を失っていないととは注目すべきである.

r3Pち昭和22年¢臨時農業センサスによれば，貸付耕沼の所有関係別分布は第3表dつよう

になる.
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更に経営面

積日IJ貸付耕地

の分布は第4

表の如くであ

る.

第 3表貸付耕地の所有関係別分布
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第 3表，第 4表を見るに，貸付耕地は殆んど大部分が自作農の土地であり，その上貸付

耕地 1町歩以上の地主粂自作は 1町 δ反以上，特に 2町以上の大階居に集中 していると去

ってよいであろ ら. 之に反 ，~ ， ;J、作地の経営面積債狭別分布は女の第 5表の ように反って

ν、る.
第5表経営面積底決別イ、作地の分布

唱唱切lF?¥$襲狭d品前開13反未精満 |阿3坂反-5寝反 i河5坂反J.i:-川 1m吋J垢石5反 [1町:3男町ι|
回(町) 0.6 I 3.6 2符6.4 4句3.5 34.5凶4.8 6.3 
畑((() 0.2 I 0.1 1.9 5.3 1.6 0.4 0.3 
計(グ 0.8 I 3.7 28.3 43.8 36.1 ラ.'2 6.6 

gpち小作地は地主粂自作階居よりは下の 5 反~2 町の階居に集中じている.上の階居に

多かった地主粂自作居が農地改革の結果唯の自作と友り下の階居が自作になって所有面積

が均分されたととを示すと共に，以前の地主粂自作階居は農地改革後自作になっても依然

として村の上層部に位するであろろととが推察せられる.

全村の耕地事情について見れば乾回 149町，漁国 199町(何れも陛昨を含む)であり，

峠上の 133町(畦畔を含まや)は全部1桑田で峠下町ち東岩本地区の 174町(畦畔を含まや)

は大牟乾田である.乾閏について も二毛作は積雪寒冷の需，労力関係其の他に より僅か 3

町前後しか行われていない.

土質は赤川沿岸及び山沢の流域には沖積屠の砂質壊土も あるが，共の他は洪積層，第三

期居に属しザ積麿を除く大部分の心土は埴土系である.区劃整理地は峠下に30町あるにす

ぎ友い.叉峠上は地勢の関係上農道が甚だ不備でるヨて早急:に整備する必要がある.

水利関係は党字川を水源、とする越中堰tとより峠下は濯j証されてjなり，その面積 150町で

用水には不足を感じないが，越中壊の上の地帯は毎年干害をとうむるので揚水機により 15

町を濯j航している.大網地区49町歩にある上堰・下堰の 27](路は大網川の地とり地号普及る

篤漏水甚しく，又田麦俣地帯76町歩は山沢用水に よる冷水濯j俊地帯で且つ用水不足に悩ん

でいる.山間方面には老朽化次回が多い

以上のよう念事情にあるから後速の如く峠下の東岩本地区は最も7Jc栢D反当牧量多く，
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4ヨ

大網地区之につぎ回麦俣地区は反当牧量は最

も 少い.峠下とl峠より等級別面積と供出割当

の資料となる基準反牧は次の第 6表の如く友

っている.

右表に見らる L如く峠よは 6等緩から始ま

り各等級に分散しているのに反し，峠下は 1

等綾から始まり 5-8等迄が最も多いから地

力等級の差は明瞭である.

耕地に対する災害 を調査表から拾って 見る

と，回麦俣地区では皐魁 .風害.稲 熱 病

とり等のため 5戸がZ卒F均 2反 2畝の被害をう

けとの内地とりの分が 2戸 4反である.大

網地区では卒害 ・風害・稲熱病 ・病虫害・地

とり等で10戸が卒均 2反 1.畝の被害をうけ，との内地とりの被害は 1町 4反 2畝に達する.

地とりの最も甚 しい 1例は水閏 1反 7畝，畑 4反 5畝，山林3反である.との地とDは大

網地区の一部に明治39-43年を第 1期として起っているもので種k 保全工事を行っている

が現在術進行 中である.更に東岩本地区では稲熱病の被害が圧倒的に多く 6戸で卒均 4反

6畝に遣する.調査農家に於ける地区別階居別卒均経営面積は第 7表の通り である.

第 7表調査農家の地区別階暦別卒均経営面積

農業経営より見た積雲寒冷地帯の農村の経済実態調査と家族生活について一一尾河 ・阿部

第 6表

¥地、「ー些←一一--七 | 些一一一一ーで一
等 ¥l込 l面積|反当牧量1面積 !反当J汝量
級 ¥ 1I町 r'石)1 (町) " (石)

地区別等級別面積と水稲反当放盆

1等

22ゴ2062Hl ロラ 07

3.06 
2か 11.22.21 2.95 
3 I! 12.05.16 2.85 
4 1/ 10.89.00 2.78 
5 I! 28.30.02 2.58 
O 11 41;68.10 2.42 
7 I! 28.う0.27 2.22 
8 I! 

1.'ち。1ラ429F92Hラ叩3，qE4M針i 1 1 20e37 06 

2.02 
9 I! 1.734 13.32.02 1.75 
10 I! 1.5571 4.64.16 1.60 
11 11 1.4231 Ö~58. 1() 1.45 
12か 1.2451 0.16.27 1.20 
13グ 、

14 I! η. 一一一
15 I! 0.8001 一一ー

大 綱 、 l 東岩 本?

回 i 畑 | 計 i 閏 | 矧 | 計
(反) I I反) I (反) I (反) I (反) I (反)

7.1.091 16061 8.7Mi - -i --i'ー-
8.4.001 5ーラ.181 13.9.181 11.0.021 2.5.181 13.5.20 
10.9.151 12.2.251 23，2.101 J8.9.041 6.ラ.18125.4.22 
18.2.001， 21.ラ.031' 39.7.031 26.3.2ラ 7.4.00133.7.2ラ
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ヲたに畑の

平均利用献

態を調査す

ると第8表

の如くなっ

ている.
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第 8表 (a)

雑穀
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第 8表 (a"(b)， (c)を見るに回麦俣地区では山桑が最大の面積を占め，雑穀，読茶の順

とたり，大網地区では矢張り山桑面積が最大で， 雑穀，肥培桑園，読茶の/1債と友ってたり，

東岩本地区では雑穀が主で読茶が之に次ぐ.甘藷，馬鈴薯，特用作物は回麦俣・大網地区

よりは面積が多い.山桑は之に反し僅かな面積を占めるにすぎ友い.

ヨたに之等の作物が稲作，畜産，養蚕，農産加工をも含めて階居別にどの程度商品化され

ているかは第 9表の商品化率によって見られる.商品化三容は主産物のみを見て副産物は除

外すると とにする.

第 9表 各 生産物の商品化率

{a) 回麦俣地区

私自¥司有矛再矛-1育%子
1町未満 0.0 1 100.0 1 00 

I町-2町 1 10.1 .100.0 1 0.0 

2町-3町 5.4 I 100.0 I 53.4 

拘束岩本地区

(b) 大綱地区

島高\J~ I 弘!乍 l 襟11罪 | 男伊丹J i 弘?[戸房?物烹矛ーi号訴需??工
.1町-2町 1 59.0 1.28.1 1 0.0 1 0.0 1 0.5 1 0.0 '1 12.6 1 一一 1 83.7 1 0.0 
2町-3町 66.2 I 0.0 I 0.0 I 35.5 I 28.8 I 100.0 I 0.0 I 100.0 I 61.7 I 日
3町以上 1 70.3 1 45.3 1 62.5 1 65.4 1 19.2 1 100.0 1 0.0 1 - 1 ラ7.9 1 66.0 

flPち田麦俣，大網，東岩本と山を下るに従って商品化される生産物の種類が多く君主って

いる.田麦俣では 1町未満の農家は繭を売るにすぎ主主い. 2~3町居に於て稲作， 養蚕，畜

産が商品化する.大網 ・東岩本地区に於ても果樹，養蚕は全部が商品化するが，雑穀，甘

藷，馬鈴薯等は東岩本む最大の階居flnち3町以とを除けば商品化は低い.読茶は重要な作

物であるが自給関係から額著な商品化三容を示さない.養蚕にしても生産物は全部商品化す

るが，その原料?とる桑は回麦俣にてはすペて自生する山桑から取り，大網でも山桑の比重

大で，東岩本に至ると肥培桑園の方が重要に主主っている.かように山桑， 雑穀が多い所か

ら見ても，叉生産物を専ら自給にあてる所から見ても，との村の畑作経営は，伶粗放的主主

段階にあると言える.倫稲作は草作地帯たる東岩本地区に至って始めて商品化率が大にな

jJ ，畜産物は相当重要注換金生産物であるととが判明する.

昭和25年世界農業センサスについて村全体を見るに，主な作物の栽培面積及ぴ1戸当.zp.

均面積は弐の第10表の如くたっている.

第10表 主な作物の作付面積

作物
名 lTFT|キ暢li 作

物
名 if伊

蕎大。豆 未乾燥成子ー熟麦実

188 345.ラ 1.8 

牛白ρ夜 以結英霊外球他の白白漬室菜馨~ 
227 37.6 0.2 

297 781.1 2.6 173 32.5 0.2 
132 127.2 0.9 204 72.1 0.4 

豆 264 423.8 1.6 104 57.3 o，o 
いんげん (未成熟) 137 42.6 0.3 京苧菜 182 100.7 0.6 
茄 子 255 1.1 25 147.8 ラ.9

胡南
瓜 254 56.2 0.2 58 36.0 0.6 

根瓜
195 43.7 0.2 139 1745.3 12.5 

大 302 346.2 1.1 
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~p ち普遍的なものとしては雑穀，諜茶で4)るが，雑穀の方が面積底大である点は調査結

果と一致する・果樹は峠下の一部の部落に集国的に栽培せられているが，桑は約牟数の農

家が卒均 1反 2畝を栽培している.

(2) 家 畜，農機具

大家畜について除全村について見ると， 昭和22年には馬飼育農家9i戸で97頭，牛飼育農

家 162戸で 174頭(内役肉用牛 168頭，乳牛 6頭)でるり ，昭和25年には牛飼育農家 178

戸で 198頭 (内役肉用牛 186頭，乳牛12頭)で，馬飼育農家90芦で90頭である.昭和22年

の統計では経営階居別牛馬飼育農家数は不明でるるが， 役畜としての牛馬飼育農家の経営

階居別分布は第11表白如く主主っている.

第11表 農事使役牛馬飼育戸数

区 ¥経営階層別13反未満 13反-5反iF反-1町|lh求1

1町55副勾1IlJ5反(2町ZM3町~町
分、 I(戸) I (戸) I (戸) I (戸) I (戸) I(戸) I (戸) I(戸)

農 家劃!I1 14 1 86 I 117 1 56 1 Ip 4 1 
農事使役牛馬飼育農家劃 o 1 2 1 58 1 106 1 53 1 15 1 

. 
4 1 

昭和25年には農用地!贋狭別に牛飼育農家数と馬飼育農家数とがわかるが，それに よると

第四表の如くでるる.

第12表 馬飼育農家と牛飼育農家の農用地面積康狭別分布

区 ¥農E譲別 |3反未満 13反~判 5反-1町[
1
甘み反[

1
町雲町[2町→町13町-5町

分 、戸戸 戸 I (戸戸戸 I (戸)

総 長家数 9 1 45 1 71 80 79 1 18 
牛飼育農家数 - I 1 I お 57 51 36 8 
牛を飼育 しない農家数 8 1. 21 14 29 43 1 0 
馬飼、育農家数 | 一-1 -2 1 .5 1 25 1 桁 13

，牛を飼育しない農家の内に馬飼育農家がいると考えても大体に於て間違いはないである

うから，前者に罵 1頭宛を割当てると馬も牛も飼育していないと考えられる農家は 3反未

満で 1 戸， 総戸数の100~， 3-5反で 8戸88%，5反-1町で19戸41μ，1町-1町 δ反で

9戸12仇 1町 5反-2町で4戸 5ty.で， 2町以上の階居は全部飼育しているとと になる.

調査結果に よれば家畜の地区別の経営階居別分布は第13表の如くなっている.

第13表経営階層別家畜飼育農家数

(a) 国 麦 俣

¥家畜 |全戸数 |役 守 馬 I-~ 羊， l 緬字 国~~ーしし一一車
経営¥ 別 | |戸 数|頭数 | 戸数 | 頭数 l 戸弘 | 籾数 I r:拡 I ~"，，~階層別 I (戸) I (戸) I (頭) I (戸) I (頭) I (戸) I (~) I (戸) I (初)

1 町 未満 .5 1 3 1 3， 1 一 1 - 1 3 1 8 1 2 1 3 
1 町 -2 町 4 4 423 3 729  
2 町-3 町 3 3 3 2 4 2 10 1-I 5 

網
h 

1 町未 満
l 町 - 2 町
2 町 -3 町
3 町以上

q
J
0
0
ζ
u
 

q，ゐ

'a
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(c) 東岩本 f

経営ぷ |全戸数 i一貫一 全」 喧ーI--W羊，緬羊 | 豚 一九五立三-l JL--
1F¥到伊ケ戸弁|号J|ケf|号dlffl号J|ケfiマJlケl矛|キJ
l町-L町 5 I 5 I 6 I 1 1 I 1，.- ー I - I 2 I 9 i 
2町-3町 5 1 5 1 912 1 4 ! ー | ー 5 1 48 1 2 1 
3町以上 '2 1 2 1 4 1' -"- 1 ー 2 1 2 [. 2 1 25 1 ー |

4 

上表を見るに，牛馬は何れの階居， 伺れの地区にもよく普及Lている.且つ経営階屠が

大に友れば各種の家畜の数も増加する傾向を見せている.

ヨたに農機具は原動機，動力股穀機，動力視摺機について見ると，昭和22年と25年には全

第14表 農機具所有獄況

農機具名|昭和22年|昭和25年
金Lー1_ (金-)'-
58 8， 
4 7 
56 95 

村に於て夫k 第14表の如くなっている.

とれに依って‘も22年から25年の聞に資本の蓄積が

可成りの程度に進んでいる乙とを知ることが出来

る.

原動機及び動力作業機の地区日IJ普及}伏態を見るに

電動機
石油発動機
動力股穀鳴
動力級摺機 5) 92 

ー 先歩、国麦俣に於ては 2馬力の電動機，動力籾摺機，

精米機，製粉機等は部落41戸の共有である.之等は昭和23年に購入した.動力投穀機は 1

"，，2町に於て 4戸の内 2戸，2-3町階居に於て 3戸の内 1戸のみが所有している・前者の

2 月は昭和20年と21年，後者は昭和23年の購入にか~ tl.，何れも戦後の導入だある. 乙の

部落では供If¥米少く 殆んどが自家用米なむで調整を急:ぐ必要がゑいので個人所有の必要は

ないのであろう叉経済力の弱少も之に関係を持つであろう.脱穀は各自足踏股穀機で行

うものが多い.

型，まんがは全12戸の内前者 4戸，後者 5戸が所有するにすぎたい.之は借りて使用す

るか叉は手打であろう.山問。小さな回は牛馬官、起すことは困難である.製道機，製縮機

は各-，<3戸が所有している1山間に特有な木茨の製造には縄を多く必要とするが，之は多

く手ないによるものであろう. 叉牛馬車， リヤカーの所有は各 1戸づ HC過ぎ歩運搬具の

不完全さが現われているJ

ヲたに大網に於ても電動機，動力院穀機，j開摺機，精米機，製粉機は部落共有となってい

る下村，中村，七五三掛の三部溶は鞍時中，関谷，上村の二部落は致後の導入にか与る.

之等を何れも所有している農家が 1~2 町階居， 2-3田I階j膏に夫-，<1戸あって，前者は戟

後，後者は鞍時中の導入である.製縄機は15戸の内13戸が所有している.牛馬車は 7戸が

所有し，不明 1，大正年代 1を除けば何れも戟後の導入にか Lる.型は11戸，まんがは13

戸が所有している.

次に東岩本に於ては電動機，動力股穀機，籾摺機共に1-2町屠で5戸の内 3戸，あとの

階居で、は全戸数が所有している 1-2町居では戦後導入し，あとの階居は載後の導入 l戸

あるのみである， 2町以上屠は戦前或は戦時中に大部分が設備したが， 1-2町麿では鞍後

の農村インフレによ

り購入したものであ

ろう .其他の農機具

の所有欣況は第15表

の如く主主っている.

第15表農機具の所有吠況 、~ 一

傷事¥学問機|製粉機;製織機(伴土問翠[まんが12馬主iリJLl自陣竿

1町-2町 3 1 2 '1 4 I 4 I 4 I 3 I I I 
2町-3町 5 ! 2 1 4 1 5 151 5 I 2 I 2 
3町 以 上 2 1 2 ! 2 1 2 ↑2 1 2 1 1 1 2 1 
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以上を通観するに原動機，動力作業機等D重要i't.農具が多く鞍後の導入にか午るととは

注 目すべきである. 又東岩本・大網・田麦!芙と山を上るに従い次第に農機具の設備が貧弱

になるととが看取せられる.

(3) 労 イ力 カ

調査結果によれば階居別の各農家の平均労佑力構成は第16表の如くなっている.

の

計

る

す

|一

大

麗

)
-

5

一
噌

時

日
一

句

一
が

臨

(

一

一

力

1
1
1
一I

l
l
-

ー
!
一
労

腹
一
雇

町
一
二

一

一

刊

口

一

時

一
年

(
一

一

3
一
刻

力
一
労
数
)
一
0
β
0
一
円
J
A
S
β

7
8
0
5
一
泊

÷
算
日
日
一
初
日
刀

一
知
印
印
円

つ卸
刀
M

月
一
九

労
換
仇
(
一

Z
5
6

一
4
8
7
U
一
6
7
5
一
肌

家
一
且

一
0
3
7

一
0

3

5

2
け

什

一
間

一
λ

刈
一
、

zqh
一
Z
4
4
1
7

し

1
Z
一
れ

自
一
鱒

(
一

一

一

一

す

卜
は
I

T
-
-ーム
111lili--一
大

項
目

一
一
爵
町

一
滴
町
町
上

一
町
町
上

一
岬

、い
一未ゴ

一三日以
一ゴ以
一一階

酌
一
町
町
町

一
町
町
町
町
一
町
町
町
一
部

別
階

一
1
1
2
」

1
1
2
3
7
1
2
3

一
経

区
営

一

一

一

一

ち

地
程
一
同
国
麦
俣
一
向
大
網

一
加
東
岩
本
一
町

第16表階層別平均労仇力構成

一 盤
僚

(%) 

4.8 
0.5 

89.3 I '10.7 
99.0 I 1.0 
97.6 I 2.舟
98.5 I 1.5 

97.3 I 2.7 
78.0 1" 22.0 
58.0 I 42.0 

而して雇傭労佑の比率は寧

作地帯たる東岩本の 2-3町階居に至って相当の高さに達する.之は此の階居以上が年雇

を雇っているからで，年履を雇傭する農家は大網の 1町未満に 1戸あるが之は例外と見倣

すべきであり，東岩本の 2，...，3町居 5戸の内 4戸 3町以上階居では 2戸全部，その内 1

戸は 3人の年雇を雇傭している.との年雇を雇傭する 6戸の内 4戸迄は以前の自作余地主

である.

ヨ欠(IC家族労力と経営面積との関係を第17表について見る ととに しよう.

第17表家族労仇と経営面積との関係

'0 

¥項卜家族労力 !家族労力 |家族ト年雇| 反当家族 |反当家族十 |反当家族十年
地区日11. ¥目川人当労的日11人当経営面 1人当経営!労的日数 |年雇労仇日 !雇臨時雇労仇
経営階層別¥ i数 (日積 (反面積(反I 1 日数 (日日数(日)

間 1町未満 97.3 2.1 45.1 45.7 

言!1.DJ-2町 |lm i 47 i- 1 331 1 一|例
2拘町~-3町 21β削5引 6.“5 一 27.6 一 | 2却8ω 9 

一 l罰町I未満 22β5.0 4.4 3弘引.1 5引lい.7 56.3 
() l町-2町 | 200.l I 3.3 1 M 1 61.6 1 61.6 | 623 
ゐ 2町一3町 170.9 久 5.1 33.1 立 33.9
胴 3町以上 180.4 5.5 5.5 32.7 32.7 33.2 

237.9 
194.8 
237.6. . 

東
正王
本

家族労伯 1人当り経営面積が大すぎる時は年雇をやとって年雇をも含めた 1人当経営面

i町，....，2町 |
2町-3町 1
3町以上 |

4.2 
6.9 
14.7 

4.2 
5.9 
82 

ヴ

e
つJ
O
G

-
-

A
U
O
O
R
J
 

Z
1J
q
J
-
'』

50.7 '1 
34.1 
26.9 

51.8 
36.1 
28.4 b 

積をh らすようである.経営面積増大すれば家族労伯 1人当り経営面積は増大する.然る

に 1人の幼き得る日数には自ら制限がるるから経営面積が増大すれば、反当家族労伯日数は

へってくる.との反当家族労佑日数で不足な時， ElPち理論的には限界牧益が労岱費用を も

含めた限界費用を筒超過している時は更に年雇を雇って之を補い，更にそれでも足りない
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時は臨時雇を雇って之を補う.即ち17表に見る如く年雇を雇い，、臨時雇をやとってi段盆を

最大に しようとしているのである.との反当金投下労伯量を とるも経営面積増大すれば少

くなる.邸宅》全体を通じて小経営は労佑集約的経営を行うと云うことができる. 大網に於

て家族に年雇及び臨時雇の労伯日数を加えた全労岱l日数が 2町以上で約3oBと一定になる

ととよりして， 35日の反当労佑白数が経営Q)!汝盆を最大にするもむとすれば，国麦俣の 1

町未満，大網・東岩本の 2町未満は過度集約にゐち入机限界自家労幼報酬を切下げる結

果になっていると推察せられる.国麦俣は反当労旬日数が全体に低い.之は反当l汝量が少

第!8表地区別労賃額(1戸平均)

経富士 、地h-II五麦俣 |大 綱|東岩本
監里¥-0-1 (円)--1 - -(円) L(jij)' 

l町未 満 13，480 1 ..2，000 1 
1町-2町 1 14，975 I 8，ラ20 I 238 
2町-3町 9，q，3 1 4，890 1 2，460 
3町以上 十

田麦俣が一番多くたっている.

いので集約度限界が狭いものと考えられる.

労伯を投巳て行く と限界労伯報酬が雇傭労賃

より低くなる段階が早く Lる.然るに労岱の

機会が色k ある震に労伯機会問に競合が起る

のではあるまいか.例えば純粋白日雇労賃の

みをとれば三地区の労賃報酬は第18表の如く

(4) 経営費 の 構造

経営費中に占める各費目の割合を地区別に見れば第19表の如く怠る・

第19表経営費中に占める各費目の割合

地区|田麦俣 ! 大 綱 11 東 岩 本

費目¥犠門 誌司ITぷ可|2Y)町11
1サ)満1

1
羽 町1

2
官町|吻)上!ilE扇町

12羽町|吻)上

9.31| 3:7 [ 14.5 13.1 7.7 
3.4 1 6.5 2.6 23 6.3 4.8 1 4.0 0.4 I.l 1.1 
0.3 1 0.8 1.0 11 2.6 0.7 3.2 ー 4.8 2.0 1.5 
8.8 1 7.7 

| 
7.4 8.3 1 8.8 10.0 7.5 9.7 

4.0 1 38 3.3 11 2.9 2.9 30 1 3.7 3.8 2.6 3.6 
4.8 1 3.9 日.011 8.1 4.5 5.3 1 5.1 6.2 4.9 6.1 
2.91 }.O 1.4 I1 4.3 4.7 3.2 1 8.7 6.4 8.8 1.4 
2.9 1 3.0 1.4 11 4.3 3.4 3.2 1 4.2 2.6 2.2 1.4 

一一 4.3 - 1 4.ラ 3.8 6.6 
0.1 1 ー 3.9 一 一 0.1 
- 1 0.6 0.2 Ii 0.7 1.0 1 0.5 2.5 
0.7 1 2.0 2.7 11 1.3 3.0 1.81 2.7 1.6 2.6 1.9 

i _~.6 I 1.2 1.4 li u.9 1.0 (J.9! O.号 1.I 1.0 2.9 
27.4 I 24.6 14.5 29.1 21.9 13.8 20.0 2.6 
4.7 1 3.7 1.0 7.2 1.7 1.7 0.1 
2271 2ω 29.4 i! 18.9 13.ラ 21.9 14.8 12.1 18; '3 2.ラ
1.3 1 0.7 1.0 li 1.7 0.4 0.1 1.8 1.1 

7.4 iI 32.6 4.4 6.7 6.8 7.4 18.0 36.3 
- 1 0.1 O.ラー ().I 0.7 1.8 0.3 1.1 
3.1 ー 0.9 01 1.0 
- 1 0.3 0.3 ー 0.4 O.} 0.2 ラ.5 4.7 6.ラ

20.91 11.5 1う.011 8.1 14.0 9.3 6.3 6.1 5.9 2.6 
1.ラ1.8 1.2 I! 0.5 3.5 0.5 

1ラ.61 17-5 16.6 ii ヲ.8 1弓.'¥ 15.8! 18.7 13.2 1 13.2 21.7 
100.0 100.0 I 100.。100.0 1 100.0 100.0 

註:租琉公認には農業所得税は入れなかった

~p ち階居別，地区別によ P 軽重の差はるるが，大きた害IJ合を占占うる主要な費目は建物費，

農機具費，家畜費，肥料費，農用作業衣，雇傭労銀，租税公課等である.昭和24年度農林

省農家経済調査報告によれば，東北区に於ける全戸2jS:均に於ては肥料費，雇傭労銀，農具

費，建物費，家畜費が主要友項目である.租税公課はとの調査では経営費中に含まれてい
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ない. 建物費，農機具費，家畜費K於ては減債償却費の比重が大きい.特に主要注項百は

建物費，租税公課，肥料費であるー建物費が多い乙とは積雲寒冷地帯の特異性に基くもの

と:思われる.昭和24年度農林省農家経済調査報告によれば，温暖な瀬戸内海地方の建物の

減!寅償却額は 1戸当千均全経営費 34，716同に対し 3，308円で 1割にもみたないのであるJ

叉所得税を除いても租税公課が経営費の重要主主部分を占めるととは注目すべきである.肥

第20表 現金支出中に占める各費目の割合
料費が大きな割合を占めるとと

は当然である.

次に固定資本の減債償却を除
地i三.i]U て百TI~*l- 1 Jæ扇芳語 I~~告訴棄蚕1m夜会課
経営階層別¥目1"~(%)" 1 '=T%) ~ ILP<.' '，%)"-'1 . ~(O/;;; 

いて経常現金支出中に占める各 皆問同~未2満 I 17.1 28.7 21.5 

を 俣麦 l町町
l'ヰ5 14.2 15.3 25.2 

費目の割合見るに，主なもの 2町-3町 14.2 11.2 22.9 2ラ.2

は肥料， 雇傭労銀，差是用作業衣
5.0 41.7 11・l 19.0 

租税公課の 4費目である.とれ 18.6 5.7 18.0 19.7 
議2町-3町 17.5 9.2 12.8 21.8 

らの費自の割合のみを他区別， 3町以上 26.9 9.0 8.3 24.7 

階居別に摘記すれば第20哀の如 29.9 7.9 16.8 

く怒る. 岩本 2 町-3 町 18.ラ 25.4 ' 8.4 18.6 
3町以上 8.4 39.7 2.9 23.7 

現金支出中に農用作業衣は可

成の割合を占めるととがわか 第21表反当肥料施用額と反当牧量

る.雇傭労銀は大網の 1町未満 t也込別， ¥項 1料反額当購(円入)目巴 1反当自給繍肥用料量の水1水稲反当牧
の例外を除くと，東岩本の 2町経営階層別 、目 困への {質)量{石)

以上の階居に割合が多くたって (a) 1町未満 | ち90 201 1.11 

俣皇I 町-2町 454 150 1.27 
いる.之等の階居は年雇に額る 1町-3町 301 230 1.25 

経営が多いからである.
(b) 町町~未2満

134 320 2.38 

三えに反当購入肥料額と自給肥 1 町 544 260 2.08 
高2町-3町 4う4 267 2.04 

料量について見ょう. 3町以上 469 190 1.81 

反当肥料施用額と反牧との関 付町-2町 | 920 277 2.78 

係は明らかではない.唯金肥が 本雲2 町-3町 783 235 2.88 
3町以上 415 303 3.06 

少いと堆肥を多く 施肥している

傾向はでているようである. 東岩本から大網・田麦俣と行く に従い購入肥料額が少いのは

第22表反当粗牧盆と反当経営費，反当現金粗i投入と反当現金支出との関係

地区別暦，¥¥項
E経u営F皆 目

'IX当組宮牧市径 反 当鞄経需営R費IF』r官 此fS3A反腕当

古112| 思想l p(円)入(円)

同 12吋即ll
558 9，209 2，182， 5ヨ8叶内|3，824 

1 1オ5，38ラ
異俣 laT-2 町 1.2261 4，91 665 6，1'02 1，434 414 1，8481 586 2，434 622 4，368 

2町-3町 3，77 219 4，581 8431 280 1，1231 584 1，707 536 2，874 

(b) 1町末満 5，767 10，528 229 16，524 48t 2，弓38 940 13，046 
1町-2町 3，224 7，977 339 11，560 1，678 412 2，.048 90 599 8，871 

議2町-3町 2，629 5，5)8 763 8，900 1，160 322 1，482 ラヲ5 2，03711+ 1，147 6，863 
3町以上 2，140 4，848 378 7，366 634 208 842 272 1，1.1 十 1，298 6，252 

業i-19お 「l十点81 「寸嗣|3，8

十
4

2町-3町 9，879 5，614 330115，8231 3，076! 70ラ 3，78![ 1，ラ64 ~，~4? il+ ~，~' 
室3町以上 11，827 5，743 同 17，71813，4951 1.088何吋 5，01Iil+ 7，2. 

2[9、
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前者の地帯が平野地帯に属し稲章作で商品化至容が高いから当然であろう.更に東岩本から

大網へP 大網から回麦俣へと行くに従い水稲反当牧量は少くたる.之は前述の如く標高の

関係，冷水掛り， 生育期間の短縮，冷害，濯排水の関係，土質等に より峠上に行く程僚件

が悪くなるからであろう .

吹に反当粗牧盆 も反当経営費，更に反当現金粗牧入と反当現金支出との関係を見れば第

22表の如くなる.

ヨえに反当稲作組l投径と稲作組牧主主を全経営面積で寄!った額を地区別，階居別に第23表と

第23表 稲作反当粗j投盆 してか Lげる.

地:白Iで五一「ー福子~R:-~ 組百五寸言頭取蚕三mi!ll-fr証亙重 第22表， 第23表から

経営階居¥ 目|現金 |現物 | 計 現 金 |現物 | 計 三欠のととが云える と思
別 ¥ ! (円) 1 (円) 1 (円) ! 円) 1 (円) 1. (円)

(a) l町未満 -1 ω 切1 6，8501 -l F，1ml 5.1ラ3 ろ，r!lPち稲作反当粗牧

単 I町-2町 !~~i ~，~~~ ! ~'~~~i ~~~ I 3，442i ~，~~! 径は東岩本が最も高桑 2町-3町 399i 7，1271 .7，52可 166; 2，973; 3，1'39 
I l 十 一一一一 く，衣に大網 ・回麦俣

一 l町未満 ! 日 191 10，ヲ641 15，8831 4β041 8ρ~I 12，962 
() l町-2町 i:47il 1 0刈4~ 12β可 1月 71 6，264 7月 7 む順序に低くなる.之

自認すE!?:ii;l ni:[ !?:211 13;;1 iiZ| ;:iZ は反当牧量の差に起因

(C、 i ーす 寸一一一 c)0 1""¥1""¥1 r J'lncl ずるものでるる.他方
町-2町 1 10，引円 8，0001 18，961! 8，899! 6，明6j

主 2町-3町 I2:O2副 6:213; j 8;2~ Î i 8，9叫 り 14 13，H8 稲作反当粗牧益は経営
Z3町以上 13，7871 6，0271 19，814: 10，762: ア叫 15，466 階層が増加して も減少

したいが，第 7表に見る如く経営階居が増加すれば畑の面積がふえる震に稲作組牧盆を全

経営面積にふり 当てる とその額は少くたる.その上畑の反当粗i汝盆は稲作のそれに劣ると

考え られ，大網・田麦俣に於ては更に階居増加すれば山桑の面積が額著にふえる.山桑は

山に自生するもので遣うるからその生産力は極めて低く，且つその面積が増大すれば利用や

管理も完全には行かえ泣いでdうろうと推察される.とのよう 念事情から22表の反当粗牧益は

東岩本を除いては階居増加すれば願者ーに減少する.東岩本に於ては畑の面積少く，且つ山

桑 も主主い震にか Lる現象はたいと考えられる.

反当経営費は経営費の大字は稲作に対するものである と考え られるから，前と同様む理

由に より反当経営費は経営階居が増加すれば減少する.東岩本に於ては反当経営費及び現

金支出は経営階居が大になれば，それにつれて大になる.

反当現金純牧入，反当純牧袋は経営の成果の所で述ぶべきであるが，と与でふれてなく.

国麦俣に於ては家計仕向をも含めた反当純牧径はプラスであるが，現金支出の面だけでは

現金純牧入はマイナスにたる.つまり農業現金支出を農業現金l投入が償うととができない

のでるる.之は第 9表に見らる L如く ，回麦俣に於ける深い自給性に原因があり ，農業生

産物中商品と云つては繭のみで而も第 8表に見る如く 自生の山桑のみに頼 D養蚕を行って

いるので春蚕しかなく且つその生産力は低い.然るに経営費は経営が小さくても或る程度

はか 与るむで反当にすれば高くなる.か くして農業現金純牧入はマイナスになり粂業D必

然性が生れるのでるる.反当現金純l投入は他の地区に於てはプラスに主主っている. 反当現

金純牧入にしても，反当純牧主主にしても東岩本が一番大で， 大網 ・回麦俣と山をよるに従

い小になるむは草作地区の有利性を示し，同時に水稲反当牧量の大きた差をも表現ナるも

のである.
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(5) 家 計費の ー構謹

各地区別経営階居別に家計安全体に占める各費 自の割合を見れば第24表の如くなる.

第24表家計費中に占める各費自の割合

17.4 
0.4 
1.7 
2.2 
5.7 

、5.5
1.4 
2.4 
0.2 
0.3 
3.9 
0.9 

100.0 

9.6 
2.4 
3.4 
2.1 
6.8 
3.2 
1.7 
3.3 
2.3 
1.5 
1.7 
4.7 

100.0 

10.9 I 
1.2 I 
0.4 I 
4.2 
4.2 
2.0 
1.1 
2.4 
1.6 
0.5 
1.2 
2.2 

100.0 

上衰を通観するに何れの地区に於ても主要な項目は飲食物費、 被服身廻品，光熱費， 保

健衛生費であり r 其の他教育費，住居費，交際費等がその弐に主要なも のである.昭和24

年度農林省農家経済調査報告によれば，東北区の全戸卒均では飲食費，佐居費，被服身廻

品，光熱費が特に高 くなっている.

飲食物費の全家計費に対する割合は大網・回麦俣地区に於て顕著に高いi 東岩本地区の

2町五L上階居に於て始めて農林省調査による東北区平均 δ9.37%に近くなる.被服身廻品

の割合が高いのは農村に於ける衣生活が相当取程度のものでるるととを物語る.光熱費の

高い白はとの地方の如き積雲寒冷地帯では当然のととであろう.保健衛生費の高いのは医

薬に親しむ機会句多いととを示 第25表

ナ.

弓えに消費車位1人当りの家計

費を第25表に示す.

即ち消費寧位1ん当り家計費

水準は東岩本に於て最も高く，

大網概して之に衣ぎ，回麦俣は

最低白水準にある.之は後遺の

農家経済余剰と符合する.農家

経済に余裕があれば家計費も高

く友る筈だからである.特に現

金支出に於て東岩本の 2町以上は段階的に急:に高くたるのが注 目される.

(6)農家経済の成果及び各地区の特徴

農業経営及び農家経済の成果を第26表に見ょう.

消費単位 l人当り家計費

合 計
円)

18，341 
21.170 
18，6ラ3

37，52ラ
2ヲ，318
22，780 
21，818 

284 
~09 
517 
137 

29，665 
34，509 
35，759 

35:; 
5<;9 

1，412 

17，114 
15，086 
16，361 

12，196 
18，834 
17，986 

地位1別， ¥項13'!1金購入 |現物家計 |公課負担
経営階暦別 ¥目|額(円) I仕受 (円)I 円)

9
6
o
 

d
u
ro

n守

7，714 
10，ラ65
10，656 

10，ちラ8
10，539 
7，957 

27，149 
14，520 
15，791 
16，595 

10，092 
8，589 
9，472 
5，086 

(a) '_-I-.>tt I 
回 1町未満 |
麦 l町-2町 |
俣 2町，...，.3町 |

1町未満
1田J-2町
イ町-3町
3町以上

山
大
網

b 

(c) ，_. ~m-.- I 
古 l町-2町 |
~ 2町-3町 |
菜 3町以上 |

Q< 

Zう1
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第26表農家経済の成果

地区別， A同胞 |経営費 1農業所得!所得積 !鰐後1喜善タト !農家所得l家計費 |書類
経営階層別¥ I (円) I (円) 1 (円) 1 ( 円円 1. (円) ! (円) 1 (円) 1 (円)

白 1 町未満 1 5兜8，ス河刈3沼矧8引d仰 4♂吋7司|刊刈!リ344l 
芸l町 - 2町 |附

2町- 3町 11川l日1，31“叫41 4[，4ρ4♂7明8司1 6ω9，836珂6町| 

1町未満 114科4久叩，ρO的91川1 3釦0，33叫2引111'"弐'β9到l 
:白巴b) 町 - 2 町 1 i附6引1，3吋 3 市 39叫9外1i 以 8白3幻吋7司| 
詣 2町-3町 !却叩悶 4ψ市7，327115旬9，43パ436巧6「| 

3町以上 1292，49 q 44，2ラ11 248.2401 

21町-2町 239，1341 52，2吋 186，8871
~ . 2町 - 3町 1402，8661 136，089i 266，7771 
案 ヨ 町 以 上 598，32[1169，2361 429.08;1 

i i " 

一|
「
寸
!一一一

一

-1 70，287! 104，4211 114，8161-10，395 
ー1 78，2571 146β791 158，244 -11，86弓
一1 57，う601127，3961 137，418!-10，022 

-] 14，165] 127，92引 120，0791+ 7，846 
-i 30，5661 154，4031 160戸011- ";，498 
-1 河川8ql[79，924) 167，8141+ 12，110 
-] 20，5201 268，7601 246，刊61十 22，214

lラ.8751200，4821 154，8591 + 45，623 
32，7121 295，1891 280.0431+ 15，146 
玖 414 4ラ0，8491357，5911+ 93.258 

ヲ

''n
，a-mhJ

nリ
ゥ
，E
2
J

6

4

4
・

，
‘
，
 

4
2
4
 

8
6
l
 

'
A
n
4
4
E
 

n
u
n
u
n
u
 

o
c
n
U

戸、J

2
3
6
 

，
，
，
 

2
4
4
 

1
 

上表に見るに農業所得は東岩本 ・大網・ 回麦俣に赴くに従い低くなり額著主主差を示す.

之は耕地の生産力の差を表現するものである.

回麦俣は農家経済余剰マイナスとなっている. 大網の 1町未満の農家は水稲反当牧量高

く，消費車位も 3.2と極めて小さいので家計費負担も少くてすむ. 泊費皐{立の換算労力に

対する比も第27表の如く小さいので有利である.国麦俣ではこの比は大きく出ている.大

網の 1町未満屠は特に生産力が高いから平均的には大網の 2町以上屠に至って始めて農家

経済余剰プ ラスにたる と去ろととが出来る.東岩本では 1町以上居から農家経済余剰がで

る.そして 3町以上居になると確固たる基礎の上に立つことにたる. 2町以上 3町迄の階

屠に於て農家経済余剰が少いのは家計費が相対的に高く主主っている震である.第25表に見

る如く 一泊費車位当り家計現金支出は 3町以上階居より高いのである.東岩本に於ては 1

2町階居では農業外所得をあげたくても角農家経済余剰は正となるが，之は消費単位が少

いので家計支出が節約出来るとと L経営費がか Lっていないためである. そしてとむとと

は雇傭労銀に多くを支出しないとと L関連している. 2~3町階居に於ては農業外所得をと あ

げ怠ければ農家経済余剰はマイナスにたる・ '大網に於ても 2町以上階居に於て角農業外所

得をあげなければマイナスか，僅か主主プラスである.総じて峠上の経営はも とより， 草作

地区の 3町迄の経営についτも農業外所得の意義は重要である.草作地区の 3町以上にた

って始めで農業
第27表換算労力と消費翠位

所得のみで確固

たる基礎をもっ
地区別[， ¥項l換 算 労 力 ③ !日 単位⑧ ドヒ 率 (塁)

ことに友るのは 経営階暦Jjlj 目 (人 人) 金

上表に依っても (a)国麦俣 1町未満 ! 3.0 6.ち 2.1 
3.3 7.弓 2.3 

明 らかである. 2町 -3町 3.7 7.4 2.0 

角地区別階麿 (b)大綱 2.8 3.2 1.1 

別の換算労力， 1町-2町 4.3 6，9 1.6 
2町 -3町 4.ラ 7.4 1.6 

泊費輩位，後脊 3町以上 7.2 11.3 1.6 

の前者に対する ( 嚇 本 1町 -2町 | 2.9 5.2 1.8 

比は第27表の如
2町 -3町 4.3 8.1 1.9 
3町以上 4.1 10.0 2.2 

くである.

次に組牧盆の中に占める各項目の割合を示せば第28表の湿り でる る.
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上表を見るに田麦俣では稲作粗牧径は全体の 5-i割，大網 6-8害1Jで東岩本に於ては

8~9寄jに達する.国麦俣では稲作の外に養蚕， 読茶，農産加工， 畜産 (増殖を含む) が重要

であり，大網では養蚕 ・読莱 ・畜産が主なものである. しかし商品化するものは稲作，養-蚕，畜産の外は顕著では訟く， 之等を除いては自給か乃至は販売しPてもそり割合は小さ い

のである.東岩本に於ては水稲草作む傾向が強い.

ヨたに農家現金牧入中に占める稲作，養蚕，木表，労銀，英の他の額及びそり割合は女の

第29表の如くである.

第29表農家現金牧入中に占める各項目の額及び割合

項!農家現金i 内 需H 金一一塑一一一_iI 主ι一 一一一一 杢
地区別. ¥目i牧 入|稲作 |養蚕 |木炭 i労銀|英他 il穏作i養蚕l木茨|労銀|其他|持
経営階暦別 、 1 (円) 1 (円) 1 (円) 1 (円)i (円) 1 ¥円) 1I (%) 1 (%) I (%)1 (%) 1 (%) 1 削

(a) l o:tr~_ .):tt: j 71r¥"::IL'! ~'"l""7 1 A. "fA Q l f ，:) Aon l nl"¥.::" !¥ 7'.llclAl ，071 I')cl 国 l町未満 71，9361 ......， 5，247144，148113月日 9，061!トー1 7.31 61.41 18.71 12.61 100.0 
串 l町-2町 1 84，7う71 5刀剣 13，246148，350114，97ラ12.31211 6.91 1弓.61 57.01 17.71 2.81 100.0 
毒 2町-3町 1 64，2791 4.0431 9，!15127，7171 9，1'31 14，17lil 6.31 14.31 4;} 11 14.21 2211 10ω 

(0) ，町未満 1 ;;，~~~ I 司~，!~~ j " t …ゴ 2，onoi12molln.21 -| 寸 3.71払 O|lOM
大 l町--2町 1 74，3951 2 '，7矧 21，726119，2マ 8，22014，140/1 27.91 29之125.到 11.51 5.51 100・
網 2町-3町 1 71，羽71 34，1ラ7126，，8714，0001 4，8901 2ρ53!1 47.81 36.91 5.1，O1 6刻 2刈 100.0

3町以上 ! 蜘 761 51，911131，450 寸 ぅ∞12，815:1日刊36.31 寸 0.61 3.21100.0 

13 1町-2町 [142.9121 121，1191 -! -! 1ザ lラ16，278il 84.8[ -[ -1 10.8! 4.41100.0 
歪 2町-3町 272，'5461227，4う5，1只1501 . -i 2，4601 27，58! 11 83.41 5.61 ー1 0.91 10.11 100.0 
宗 3町以上 !抑ス88!3印判 -1 -1 ~1 35 ，968i l 91川| ー| 一! ー! 9.01 100.0 

田麦俣に於ては稲作現金牧入は云う に足り友い.又其の他l投入は 2町未満では両階居と

も山菜の牧入であり， 2-3町り階居でも英の他i投入 14，171向の内 13，000同は山菜の牧入で

ある.従って困麦俣に於ては木炭についでは労銀，ついで養蚕 ・山奈が重要な現金牧入源

となる.労銀は営林署の工事，道路工事，更に村山地方から酒田への送電糠架設工事等に

や とわれるのであ るが，何と云っても一番重要訟のはさちの炭焼きである. との とと は山中

の部落であると とをよく表している.

大網に於ては稲作現金牧入が最大の割合を占め，之I"C.ラたいでは養蚕である.大網は山桑

が多く自生する.尤も自生するとは云っても手入はするので，傾斜地の肥沃主主所をえ らん

で火をつけて焼いて蕎麦を植えつけ，その後で桑の古木を植え，そのあとに大豆，小豆を

植 え草を刈って保護する.道路の傍らにある山桑 も1本 1本所有者がきまっている.此D

部落は昔から養蚕が盛んで， 盛んに養蚕を行った項は平野地帯から桑葉を買い， 養蚕の矯

の臨時雇も多く入れた.以前は春蚕のみであったが

繭債格の昂騰と共に秋蚕をも飼うようになり，春蚕

ならば山桑でどきるが，駄蚕は肥培桑園がなければ

都合が悪いりで肥増桑園がふえた. 日露戟争時代か

ら大正年代にろつる頃が一番盛んであったと云う.

英の後日華事変か ら太平洋戦争に主主り肥培桑園は廃

棄され現在ではその面積は少い. ElPち以上の如く大

網では稲作と養蚕が現金牧入の主友る源泉である.

東岩本に玉三る と稲作現金牧入が全牧入の 8寄!から

9割に達 し全く水稲章作地帯の様相を濃くする. し

かし1-2町階居では労銀所得はその比重が大で、ある.
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第30表農家所得に占め
る農業，農外所得の割合

地主別， ¥羽ii長業所得 1;農外所得
経営陥暦別 ¥目 --(%i. I ~ (%i 
官!町未満 32.7 67.' 
Zl町-2町 455 I 5~5 
桑 2町-3町 54.8 I 45.~ 

盟国主寄I2.21 1;:; 
自 2町-3町 1 88必 | 11.4

3町以上 92.4 1 7.6 

(c) . 
古 l町-2町 91.8 I 8.2 
金 2町-3町 88.9 11.1 
去 3町以上 919 8.1 
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ヨたに農業所得と農外所得の農家所得に対する割合を地区別，階層別に見ると第30表の如

くである. 

上表を見るに田麦俣に於ては 2町階居迄は農外所得の方が割合が多い.同麦俣・大網・

東岩本と山を下りるに従い農業所得の割合が高く なり，同じ地区内でも階屠が大医たれば

概して農業所得の割合は高くたる.

昭和25年に於ける全体の繭生産高を地区別に示すと第31表の如くなる.

第31表地区別繭生産量及び生産額

項、|春 蚕_1 f，j(一一一 壁一| 計 li養蚕組合加入者一戸当
地 ¥ 門|数量 |金額 |数量 |金額|数量 f金 額 l' 数 宮 下 石額
一五二一LJ壁:)_I _~J円ï" I '(貫) し旦 )'1'(昆上 (円)~ '(貫) | (円)

回 麦 俣 |う39，グ92訓'01 4桁号勾8，印，ρ07矧列 一」l 一斗1 5タ抑q吟9βμ2叫O司 46依&ωO灯79叫叩ゆ9弘幻'之，282お8幻21' 16ι句叩，グ川7引!げ7 

棄 綱 1

2宣W31 1，W 虫5卯則%別吋4刊
gl

別印8，921ヤl?2別，ぷ6岩 本 1
5η爪，02判0 伺，72均司 40ω9，220刊I49卯0.0ω88司i兜 2乙，240 9巧58叩β釦l日叫3司刊 2お3，9巧57可 2幻3，38雪

巴日ち養蚕は回麦f芙では春蚕のみしかない.養蚕農業協同組合加入者は閏麦俣では全戸数

40戸の内28戸 (70%)，大網では 129戸の内 110戸 (85μ)，東岩本では 135戸の内41戸、(30

%)である・ 養蚕農業協同組合加入者 1戸当りの繭販売量は回麦俣より大網の方が多い.

大網は前述の如く昔より養蚕の盛んな所である.東岩本地区では主として肥培桑園陀より

養蚕を行っているので生産力が高い.繭全牧量，同金額に於ては大網が最も多い.

木炭に於では回麦俣・大網はすべて農業一協同組合を通じて販売する. ~Dち回麦俣では

11，228俵 1，644，130同，大網に於ては13，342俵2，062，900円であるが之を 1戸当りに計算する

と，回麦俣では 1戸当り 287俵 41，103月，大網に於ては 103俵 15，991同となり，田麦俣の

方が 1戸当りでは多額であることを示している.東岩本は自由に販売するのでその生産量

はつかめない.

山菜については昭和25年度の農業協同組合取扱数量及び金額は，月山笥は国麦俣で3，703

貫 111，095円で，大網は主主く， f主主めと]は回麦俣で 85貫 42，112同で，犬網に於ては94貫

45，199円である.

(7) 家族生活に就いて

調査農家について， 家の中で誰が財布を持っか質問して見た.経営主が財布をもっ場合

は経営主自身が経営の計画をし，自身が持っている財布の中から金を支出するのでるるか

ら最もスムーズに行く.経営主でありながら自身で財布を持たすτ父又は母が持つ場合は，

経営の計画と金の支出との聞が中断され具合の惑い ととが起るであろう.財布を持つもの

が経営主と異る意見をもっ時は経営計画が阻害される.との場合都合よく事が運ぶのは財

布を持つ者と経営主との意見が一致した時，又はその者が形式的にのみ財布を持つ場合で

ある.かくて誰が財布をもつかを問うのは，経営計画と関蓮して重要な問題であると考え

る.解答を得た戸数は33戸でそれを分類すれば弐の如くなる.

二代家族副ち経営主夫婦と幼い子供の家族8戸の内 7戸迄は経営主が財布を持ち，あと

の1戸は妻が財布を持つ.とのこ代家族の場合は妻も労佑力として重要で農業に従事する

から経営主の指揮下に入ることになり，経営主が財布をもつことが多いのであろう.

三代家族即ち父母夫婦と息子夫婦と幼い子供達むいる家庭では，父又は母が財布を持っ

ととが多い.ヨとが経営主で父が財布を持つ例2戸，息子が経営主で父が財布を持つ例6戸，

合計父が財布を持つ例8戸で， 3とが健在D場合で息子が経営主で母が財布を持つ例3戸，
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うとが経営主で経営主妻郡ち母が財布を持つ例4戸，合計母が財布を持つ例7戸である.叉

息子が経営主で息子が財布を持つ例2戸である.父の場合は経営の実際を 4息子に渡しでも

依然として財布を持っているものが，息子が財布を持つものよりも圧倒的に多い.母の場

合は母としてよりは経営主の妻として財布を持つ方が多い.之は本来の形は経営主叉は父

が持つべきものが何かの都合で妻又は母が財布を持つととになると考'えられる.但しとの

場合は例外泣く父が健在の場合で，ヨとが死亡し母のみ，叉は母と祖母，息子夫婦と子供と

云う四代家族でも父がいないと財布の管理は例外なく息子に移る.との例 8戸あり，母は

父死亡により権威を失うに至ると考えられる.之等を経営主31]に整理し直すむ息子が経

営主の場合父が財布を持つ例6戸，母が持つ例3戸，息子が持つ例2戸，計11戸であり，

父が経営主の場合，父が財布を持つ例2戸，母が持つ例4戸，合計 6戸である.経営の実

権が3との手にある時母が財布を持つならば，父が経営を息子に譲った時は財布比息子の手

に移るか又は母の手に残るであろう.経営の実権を父が握っている時，父の手に財布があ

る場合は多くーの場合父が経営をはなれでも父が財布を持つのであろう.

女が財布を持つ場合はいかなる契機によってそうなるので喜うろうか.父が経営の実権を

握っているのに母の手に財布がある例4戸につき父母の年齢をしらぶると，ヨご老齢のため

母が伐理をしているのだと考えられる例が2例ある.しかし他の 2例はそうは云えない.

又息子経営主の場合に母が財布を持つ例 3戸についてもとのととは云えない.一般的には

父が老齢になれば母も叉老齢になるのであるからとの契機は左程重要ではないであろう.

ラたに息子夫婦ができて母が家事に専念するようにたり，農業労佑をやっている時む如く

経営主の指揮下にあると云う乙とがなくなると自然母の手に財布が移るとも考えられる.

~pち母が財布を持つ例 7 戸の内 5 戸迄は母が家事に専念する欣態にb る.しかし父が財布

を持つ例 6戸の内 3戸迄は母が家事に専念しているから， ζ の契機を以てしても概念的に

は設明でき主主い.

叉経営が小さいと経営支出は家計費に制約されるが，経営が大きく主主ると経営支出が増

大し父が財布を持ち，女はしりぞけられるとも考えられる. l3Pち父が財布を持つ例6戸の

内 4戸迄は 1町 8反以上の経営で他の 2戸は 1町 8反以下である. しかし母が財布を持つ

例 7戸の内 3戸は 1町 8反以と，他の 4戸が 1町 8反以下である.かくの如く何れの契機

を以てしでも統一的な設明を与えるととは困難である.

三欠に経営主の家族の自由になる金即ち[ホマチjについて見ょう.山菜を町へもってい

て売った収入は大網では 7戸が妻に帰属し 2戸が家の牧入になると答えている，田麦俣で

は 6戸が家の牧入となり，販売牧入なしと答えたもの 3戸である.大網では回麦俣よりは

山菜の販売牧入は少いから主婦の自由な金になり得ると考えられる.何れにしても[ホマ

チ]は家庭にしばられ封建的主主家父長制度の下にあるものム息抜きの手段であると解釈さ

れる.

息子達も家計に強く結びつけられている.伯いて得た牧入は全部家に出し， ・経営主叉は

5とから小遣をもらう 、 鶴岡へ遊びに出るのも，近い所で年 5~6 回から12回位，大網で年

2-3回，回麦俣に主主ると大体に於て天神祭の時年1回しか遊びに出ない.

息子遠の Iホマチlはたいと答えたもの閏麦俣で 5戸，閉じく国麦俣でありと答えたも

の 1戸，不明 1戸，合計7戸.大網では[ホマチlたいもの 7戸，あるもの 5戸，その内

公然たるも1Z)3戸，秘密のもの 2戸で不明 1戸，合計13戸.東岩本では[ホマチjなきも
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の 8戸，あるもの 2戸で，大体に於て息子遠の [ホマチjはないようである.小遣はあま

り制限なくもらろむでその必要を感巳ないのであろう.との点で棄の方が息子遼よりも緊

密に家に結びつけられていると云える.

大網で息子達D ボマチの多いのは注意をひく，主婦たるもの 1 fホマチjが大網I'C.多か

ったように，と与では息子連も強く家父長経済に結びつけられてfo-D，その息抜きの手段

として[ホマチj を求めるりであろう.父が財布を持つ停統的主主家安長制の強いのは大網

で，父が財布を持つ例8戸の内 6戸迄は大網である.その上との内 3戸迄は息子が経営主

となっていながら父が財布を持つ例である・

か Lる雰囲気の中にも民主化の波はたしよせてきて，息子達は可成り積極的たようであ

る.ヨとと相談はするが若い人が積極的に新しい肥料，機械，技術を入れようとし，父が財

布を持つ場合でも父を積極的に説得し，叉は経営主にまかせられる.実権が父にdうり父が

何でも買ってくると答えたもり 1戸にすぎない.叉40才をすぎた経営主が新しい技術を入

れようと思い立つととは少し大抵は30才以下の若い人がプロモーグ{になる.

若い人 k の将来にも叉問題がある.之に対して解答した戸数25戸，内村内に居住させよ

ろとするもの 4戸で，その方法は分家 1戸，養子 1戸，弟子入り 1戸未定1戸である.

他の17戸は村で独立させや他村叉は都会に出すととを考えている.残りの 4戸は未定であ

る.その方法は上殻学校3戸，弟子入り 5戸，北海道拓殖叉は綜合開発計画によるもり 1

戸，不明 5戸，未定3戸である.大工其の他の職に弟子入りをさせて他村又は都会で独立

させようとするものが最も多い.北海道移住の希望が振わないのは注目すべきである.
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Summary 

The Azuma village is divided in three districts. Namely Higashi-Iwamoも0，七he

mono-crop district in the open五eld，Oami district of 300 metres above the sea-level 

and Tamugimata district which is 500 metres high， and every district shows peculiar 

chara色teristics.

This characteris七icsare s七udiedon the cultivated五eld，live-s色ocks，agricultural， 

tools and machines， agricultural labor， farming e~penditure， structure of household 

expenditure and the results of farmer's economy. 

For example， from the study on七heresults of farmer's economy i七becomesclear 

that the farm incom匂 showsnotahle differences according to七hedistricts， namely 七

is largest in Higashi-1 wamoto . district， Oami district is出enext and smalles七ln

Tamugimata. The results as m巴ntionedahove are reduced to the differ巴nceof pro-

ductivity a口cordingto the conditions of cultivated land in each distric七.

The results of farmer's economy in Tamugimata district is nega七ive，bu七generally

speaking， it becomes to show positive from the managament scale of 2 ha. in Oami 
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district， and it is positive even in the manageme凶 scaleless七han1 ha. in Higashi-

1 wamoto district. 

Generally speaking， the income from the subsidiary business is significan七 in

management scale of less than 3 ha. in these three districts， and 、nthe management 

scale of more than 3 ha. in mono-crop district，七hefarmers stand on the stable hasis 

only by the farm income for the first time. Silk cocoon is the most important product 

and the majori句 ofproduced rice serves as self-s哩portproductand only the resi伽 al

part of it is sold in Tamugimata disrict. The rice， tbe silk cocoon and the live-stock 

are sold in Oami district and出etendency to rice mono-crop is distinct in' Higashi-

1 wamoto district. 

The source of cash income depends五rstupon the charcoal， ne:x:t upon wages~ 

ne:x:t upon silk cOcoon and lastly upon mountain vegetables in Tamugima七adistrict. 

The cash in巴omefrom rice is the mos七 importantone and ne:x:t from silk cocoon 

in Oami district. The cash income from rice reaches about 80 to 90μ of the total 

income in Higashi-Iwamoto district. 
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